
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
こ
と
ば
の
変
遷

―
―
マ
イ
ナ
ス
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か

山

下

洋

子

一
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
の
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
使
わ

れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
変
遷
を
調
べ
る
。
現
代
日
本
語
で
は
、
摂
氏
温
度
を

使
用
し
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
の
に
「
零
下
」「
氷
点
下
」「
マ
イ
ナ

ス
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
特
に
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
外
来
語
は
い

つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
中
心
に
考
え
る
。

筆
者
が
こ
の
内
容
を
調
べ
よ
う
と
考
え
た
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

ま
ず
、
一
つ
の
意
味
を
表
す
の
に
い
く
つ
も
の
語
が
使
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

現
代
日
本
語
の
中
で
、
特
に
使
い
分
け
ら
れ
る
で
も
な
く
生
き
て
使
わ
れ
て

い
る
。
な
ぜ
一
つ
の
言
い
方
に
収
束
せ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
使
わ
れ
て
い
る

の
か
、
そ
の
理
由
を
探
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
お
い
て
気
象
情
報
で
使
用
す
る
言
い
方
と
し
て
「
氷
点
下
」
を
使
う

か
、「
マ
イ
ナ
ス
」
を
使
う
か
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
知
っ
た
か
ら
で
も

あ
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
二
〇
一
九
・
六
）。「
マ
イ
ナ
ス
」
は
現
代
の
日
本
で
広
く

使
わ
れ
る
外
来
語
で
あ
る
。
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
場
合
に
も
「
マ
イ

ナ
ス
」
を
使
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
っ
た
世
論

調
査
の
結
果
で
も
わ
か
る
（
滝
島
・
山
下
・
塩
田
・
二
〇
一
九
）。
し
か
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
二
〇
一
九
・
六
）
に
よ
る
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
は
気
象
の
専
門
用

語
・
放
送
・
新
聞
で
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
。
滝
島
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
に
は
朝
日
新

聞
が
紙
面
の
気
象
情
報
で
「
マ
イ
ナ
ス
」
を
使
わ
な
い
理
由
と
し
て
「
マ
イ

ナ
ス
」
の
多
義
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
理
由
は
こ
れ
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館
・
二
〇
〇
〇-

二
〇
〇
一
、
以

下
『
日
国
』）
の
語
釈
に
は
、「
数
が
零
よ
り
小
さ
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
数
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、用
例
に
は
温
度
に
つ
い
て
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
一
九
〇
五-

一
九
〇
六
）
の
「
頭
の
裏
迄
刈
り
込
ん

で
マ
イ
ナ
ス
一
分
刈
、
マ
イ
ナ
ス
三
分
刈
な
ど
と
云
ふ
新
奇
な
奴
が
流
行
る

か
も
知
れ
な
い
」
と
い
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
マ

イ
ナ
ス
」
が
温
度
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、最
近
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
放
送
な
ど
で
積
極
的
に
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
仮
説
を
た
て
、「
マ
イ
ナ
ス
」
が
ど
の
よ
う
に
日
本
語
に
取
り
入
れ
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ら
れ
た
の
か
、
ま
た
温
度
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
な
の

か
、
そ
の
語
誌
を
調
べ
た
い
と
考
え
た
。

先
行
研
究
に
は
気
象
用
語
の
歴
史
を
ま
と
め
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

特
に
気
象
庁
に
よ
る
気
象
情
報
の
歴
史
に
つ
い
て
は
気
象
庁
（
一
九
七
五
）

に
く
わ
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
放
送
、
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
使
わ
れ
る
気
象

用
語
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
・
竹
田
（
一
九
七
〇
）、
稲
垣
（
一
九
七
三
）、
稲

垣
（
一
九
七
七
）、
菅
野
（
一
九
七
八
）、
松
岡
・
浅
井
・
篠
原
（
一
九
八
六
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
き
た
の
か
の
変
遷
と
、
一
般
の
人
た
ち
が
ど
の
言
い
方
を
主
に
使
っ

て
い
る
の
か
を
聞
い
た
調
査
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
二
〇
一
九
・
六
）、
滝

島
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
先
行
研
究
に

よ
っ
て
、
気
象
庁
、
放
送
局
、
新
聞
社
・
通
信
社
で
は
「
氷
点
下
」
を
中
心

に
使
っ
て
お
り
、「
マ
イ
ナ
ス
」
は
積
極
的
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
学
校
教
育
で
は
「
零
下
」
が
使
わ
れ
る
が
、
気
象
の
専
門

用
語
や
放
送
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
冷
夏
」
な
ど
同
音
の
漢
語

が
考
え
ら
れ
、
耳
で
聞
き
、
理
解
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
放
送
や
電
文
で
伝

え
ら
れ
る
気
象
用
語
に
は
適
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
一
方
で
「
マ
イ
ナ

ス
」
が
積
極
的
に
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
に
は
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
の
言
い
方
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

放
送
で
の
使
用
の
変
遷
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

二
．
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
こ
と
ば

二
・
一

使
用
語
彙
の
変
遷

前
に
述
べ
た
と
お
り
、
現
代
日
本
語
で
は
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
表
す
語

と
し
て
、「
零
下
」「
氷
点
下
」「
マ
イ
ナ
ス
」
の
３
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。『
日

国
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

零
下：

寒
暖
計
の
示
す
温
度
が
零
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。
氷
点
下
。

＊
舎
密
開
宗
〔
一
八
三
七
〜
四
七
〕
内
・
一
一
・
一
八
七
「
凍

結
す
る
寒
度
諸
説
あ
り
と
雖
も
加
賢
儒
斯
（
一
千
七
百
八
十

三
年
）
龍
動
（
ロ
ン
ド
ン
）
府
に
て
測
り
試
み
後
進
（
一
千

七
百
九
十
五
年
）
把
理
斯
（
バ
レ
イ
ス
）
府
に
て
質
験
す
る

に
零
下
三
十
九
度
半
（
列
氏
零
下
三
十
一
度
又
四
分
度
の

一
）
な
る
こ
と
を
決
す
」

＊
菊
池
君
〔
一
九
○
八
〕〈
石
川
啄
木
〉
一
「
華
氏
寒
暖
が
毎

朝
零
下
二
十
度
か
ら
三
十
度
ま
で
の
間
を
昇
降
し
て
居
た
」

氷
点
下：

水
の
氷
点
す
な
わ
ち
摂
氏
零
度
以
下
の
温
度
。

＊
芝
刈
〔
一
九
二
一
〕〈
寺
田
寅
彦
〉「
酷
し
い
氷
点
下
の
寒

さ
」

＊
雪
国
〔
一
九
三
五
〜
四
七
〕〈
川
端
康
成
〉「
氷
点
下
十
何

度
」

マ
イ
ナ
ス：

（
１
）（－

す
る
）
差
し
引
く
こ
と
。
減
ず
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
記
号
「－

」。

＊
外
来
語
辞
典
〔
一
九
一
四
〕〈
勝
屋
英
造
〉「
マ
イ
ナ
ス

M
inus

（
英
）
減
の
。
負
の
。
減
号
。
負
数
号
」

＊
真
理
の
春
〔
一
九
三
〇
〕〈
細
田
民
樹
〉
面
会
・
九
「
あ
な

た
の
恋
愛
を
マ
イ
ナ
ス
し
て
も
、
私
は
ま
だ
あ
な
た
を
愛
し

て
る
部
分
が
あ
る
や
う
な
気
が
し
ま
す
」

（
２
）
数
が
零
よ
り
小
さ
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
数
。
ま
た
、
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そ
れ
を
示
す
記
号
「－

」。

＊
吾
輩
は
猫
で
あ
る
〔
一
九
〇
五
〜
〇
六
〕〈
夏
目
漱
石
〉
六

「
頭
の
裏
迄
刈
り
込
ん
で
マ
イ
ナ
ス
一
分
刈
、
マ
イ
ナ
ス
三

分
刈
な
ど
と
云
ふ
新
奇
な
奴
が
流
行
す
る
か
も
知
れ
な
い
」

＊
受
胎
〔
一
九
四
七
〕〈
井
上
友
一
郎
〉「
ゼ
ロ
よ
り
も
っ
と
わ

る
い
、
マ
イ
ナ
ス
三
十
点
く
ら
ゐ
付
け
て
も
い
い
」

（
３
）
不
利
で
あ
る
こ
と
。
悪
い
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
も
の
。

＊
人
間
万
歳
〔
一
九
二
二
〕〈
武
者
小
路
実
篤
〉
一
〇
「
プ
ラ

ス
が
多
い
だ
け
マ
イ
ナ
ス
が
多
か
っ
た
ら
、
プ
ラ
ス
が
少
な

く
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
少
な
い
の
と
同
一
価
値
だ
」

＊
近
く
て
遠
き
は
〔
一
九
五
六
〜
五
七
〕〈
飯
沢
匡
〉
磁
気
嵐
・

一
「
商
売
の
上
で
、
ゴ
ル
フ
を
や
ら
な
い
こ
と
が
、
大
へ
ん

な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
て
来
た
」

＊
あ
る
女
〔
一
九
七
三
〕〈
中
村
光
夫
〉
四
「
彼
女
の
勤
め
る

貿
易
会
社
は
、
時
局
の
影
響
を
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
う
け
な
い

せ
ゐ
か
」

（
４
）
不
足
。
欠
損
。
赤
字
。

＊
第
十
一
指
の
方
向
へ
〔
一
九
二
二
〕〈
武
林
無
想
庵
〉「
毎
日

十
七
円
七
十
銭
宛
の
マ
イ
ナ
ス
に
よ
っ
て
」

（
５
）（
脳
み
そ
が
足
り
な
い
の
意
）
ば
か
。
あ
ほ
う
。

＊
見
知
ら
ぬ
人
〔
一
九
三
六
〕〈
真
船
豊
〉
三
「
兄
は
頭
が
少

し
マ
イ
ナ
ス
な
の
よ
」

（
６
）
電
気
の
陰
極
。
陰
電
荷
。
ま
た
、
そ
の
記
号
「－

」。

＊
母
子
叙
情
〔
一
九
三
七
〕〈
岡
本
か
の
子
〉「
両
性
の
細
胞
の

持
つ
電
子
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
配
合
の
問
題
」

＊
私
的
生
活
〔
一
九
六
八
〕〈
後
藤
明
生
〉
二
「
あ
た
か
も
マ

イ
ナ
ス
の
極
が
な
け
れ
ば
プ
ラ
ス
の
極
も
あ
り
得
な
い
磁
石

の
針
の
如
く
」

（
７
）
陰
性
反
応
。
ま
た
、
そ
の
記
号
「－

」。

い
ず
れ
も
幕
末
あ
る
い
は
明
治
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
表
す
語
と
し
て
こ
の
３
語
以
外
に
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
ば
は
な
か
っ
た
の
か
を
専
門
用
語
と
英
華
字
典
お
よ
び
英
和
辞

典
の
掲
載
か
ら
調
べ
る
。
ま
ず
江
戸
時
代
の
蘭
学
書
や
物
理
の
専
門
書
で
ど

の
よ
う
な
語
が
見
ら
れ
る
か
で
あ
る
。調
べ
る
文
献
は
陳
（
二
〇
一
九
）（
一

二
九
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
「
零
下
」「
氷
点
下
」「
マ
イ
ナ
ス
」「
気
象
」「
気
温
」「
温
度
」

で
検
索
し
て
出
て
き
た
専
門
書
の
掲
載
を
調
べ
た
。
そ
の
ほ
か
、
佐
藤
（
一

九
八
八
）、
高
野
（
二
〇
〇
五
）
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
零
下
」

「
氷
点
」
の
用
例
も
示
す
。
調
査
の
結
果
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
古
い

例
と
し
て
『
理
学
発
微
』
に
「
凍
点
以
下
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

ほ
か
「
零
以
下
」「
零
度
以
下
」
な
ど
の
言
い
方
も
あ
る
。
ま
た
「
氷
点
下
」

の
使
用
は
、『
日
国
』
に
示
さ
れ
て
い
る
用
例
よ
り
も
早
い
用
例
が
見
ら
れ
、

す
で
に
江
戸
時
代
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
零
下
」
も
江
戸
時
代
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
。「
マ
イ
ナ
ス
」
は
今
回
調
べ
た
資
料
の
中
で
は
養
蚕
技

術
を
ま
と
め
た
『
養
蚕
教
科
書
』（
一
八
九
三
）
に
見
ら
れ
た
が
「－

（
負

号
）」
の
記
号
の
説
明
と
し
て
だ
け
で
あ
る
。
温
度
を
結
び
つ
け
ら
れ
て
使

わ
れ
て
い
る
例
は
な
か
っ
た
。
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表１ 江戸時代から明治時代の専門書での扱い（０度もしくは０度より低い温度）

内容

凍点以下三十二度ニ零点ヲ記シ沸騰点ノ下ニ百十二度アリ（略）

氷点

千八百五十三年冬月の間ハ、百度の験温器、中等暖度零下二度に
居り

大気ノ温度氷点下ニ降ルトキハ（略）地ニ近キトキ氷点上ノ温度

水ハ百度熱ニテ沸キ零度ニ在テ氷トナルナリ但シ尋常気圧ノ時氷
ヲ清浄ノ器ニ盛リ極メテ静ニ置キ且ツ塵芥ノ入ルヲ防ケハ零以下
四度ニ在テ尚凝ラサルコトアリ

一ばん下の方に無度（むど）と記したる処あり、これハ氷の度よ
り三十二度下（しも）の処にて極寒の記号なり

猶冷へて零度以下と成るなり

伊太里亜（イタリア）人華連華乙土（ハーレンヘイト）氏ノ改正
シタル度目ノ製ハ雪ト磠トヲ和シテ是ヲ極メテ寒冷ナルモノトシ
水銀ヲ充チタル玻璃管ヲ其中ニ挿シ、水銀ノ沈降スル所ニ０ヲ印
シテ之ヲ零度トシ、其三十二度ヲ氷点ト名けて、水銀降リ此度二
至レバ水変シテ氷トナル（略）

第二十二章 零下三十度ヨリ百度ニ至ル熱度ニ適スル水蒸気ノ張
力表

水ノ氷点ヲ零度トシ沸点ヲ百度ト為スヘシ（略）氷点下ノ温度ヲ算
スルニハ減符ヲ附シ以テ之ヲ氷点上ノ温度ト分ツ譬ヘハ－10 －
20 ノ如此書百分度ヲ用フ蓋方今学士ノ専用フル所ノ者ナリ然ル
ニ此他華氏及ひ列氏ノ計アリ英国ニハ華氏ノ計最モ多ク行ハル日
耳曼ハ到ル処広ク列氏計ヲ用フ（略）零度ノ下十度ヲ－10ト為ス

Hyoten Freezing point（of water）. Point de fusion de la glace.
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日
本
で
初
め
て
気
象
情
報
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
三
年
五
月
二
六

日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
、
東
京
気
象
台
（
現
在
の
「
気
象
庁
」。
以
下

「
気
象
庁
」
と
す
る
）
が
暴
風
警
報
を
発
表
し
た
。
こ
の
頃
の
気
象
情
報
は

ド
イ
ツ
人
エ
ル
ビ
ン
・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
英
文
で
書
か
れ
た
も
の
を

日
本
語
訳
し
、
そ
れ
を
警
察
の
張
り
札
や
新
聞
社
の
号
外
で
発
表
し
て
い
た

（
松
岡
ほ
か
・
一
九
八
六
）。
こ
の
当
時
の
気
象
用
語
で
も
す
で
に
「
氷
点
下
」

が
使
わ
れ
て
い
る
。
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
で
は
一
八
八
六
年
二
月
一

日
の
天
気
図
が
い
ち
ば
ん
古
い
も
の
だ
が
、
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
英
文
は

華
氏
温
度
で
示
さ
れ
、
そ
れ
を
日
本
語
訳
す
る
際
に
摂
氏
気
温
に
直
し
「
氷

点
下
」
が
使
わ
れ（

１
）た。

『
東
京
気
象
十
年
報

明
治
九-

一
八
年
』（
一
八
八
六
）
に
は
、「
氷
点

下
」
の
ほ
か
「
氷
点
以
下
」
と
い
っ
た
語
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
気
象
庁
の

発
表
に
は
「
氷
点
下
」
を
表
す
「－

（
マ
イ
ナ
ス
の
記
号
）」
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
温
度
を
比
較
す
る
「－

（
減
号
）」
も
使
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

の
記
号
に
つ
い
て
も
説
明
は
な
い
。

二
・
二

英
華
字
典
お
よ
び
英
和
辞
典
の
掲
載

次
に
英
華
字
典
や
英
和
辞
典
で
は
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
た
の
か
を
調

べ
る
。
現
代
の
英
和
辞
典
で
「
零
下
」
あ
る
い
は
「
氷
点
下
」
が
訳
語
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
語
は
「below

freezing

（
氷
点
下
）」「below

zero

（
零
下
）」「m
inus

15
degrees

centigrade

（
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
）」

（『
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
第
２
版
』
小
学
館
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

単
語
を
英
華
字
典
で
調
べ（

２
）る。０
度
の
点
に
つ
い
て
は
、「freezing

point

」

で
「
氷
点
」
が
『
顔
恵
慶
英
華
大
辞
典
』（
一
九
〇
八
）、『
衛
礼
賢
徳
英
華

文
科
学
字
典
』（
一
九
一
一
）、『
商
務
書
館
英
華
新
字
典
』（
一
九
一
三
）
に
、

ま
た
、「zero

」
の
訳
語
と
し
て
は
、『
顔
恵
慶
英
華
大
辞
典
』
に
「
零
」
の

訳
が
見
ら
れ
る
ほ
か
『
ヘ
メ
リ
ン
グ
官
話
』（
一
九
一
六
）
に
「
零
度
」「
氷

点
」
が
見
ら
れ
る
。『
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
英
華
字
典
』（
一
八
六
六-

六
九
）
に

は
「freezing

point

」
に
「
凍
凝
之
度
、
凝
冰
之
度
」、「zero

」
は
「
結

冰
之
処
、
凝
冰
之
処
」
の
訳
が
見
ら
れ
る
が
、
日
本
語
の
専
門
語
に
見
ら
れ

る
「
凍
点
」
や
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
表
す
「
零
下
」「
氷
点
下
」
な
ど
の

語
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
英
和
辞
典
で
は
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一

八
七
三
）
に
「freezing

point

」
の
意
味
と
し
て
「
氷
点
」、「zero

」
に

「
零
」
の
意
味
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
氷
点
」「
零
」
の
使
用
は
英
和

辞
典
の
ほ
う
が
早
い
こ
と
が
わ
か
る
。
０
度
よ
り
低
い
温
度
の
言
い
方
を
用

例
と
し
て
示
し
て
い
る
の
は
、『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』（
一
九
一
八
）
が

最
初
で
あ
る
。「m

inus
10
degrees

」
に
「
零
度
以
下
十
度
」
の
訳
語
が

見
ら
れ
る
。ま
た
『
新
英
和
大
辞
典
』（
一
九
四
〇
）
に
は
「below

zero

」

と
い
う
用
例
が
あ
り
「
零
下
」
と
あ
る
。『
集
約
英
和
辞
典
』（
一
九
四
八
）

に
は
「freezing

」
の
訳
語
に
「
氷
点
下
」
が
あ
る
。
英
和
辞
典
に
０
度

よ
り
低
い
温
度
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
正
期
以
降
で
あ

る
。な
お
『
最
新
問
答
全
書
』（
一
九
〇
八
）
に
よ
る
と
晋
書
李
密
伝
に
「
志

を
失
ふ
て
己
れ
の
望
を
空
ふ
し
居
る
貌
を
称
し
て
」「
零
下
」
と
言
う
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
中
国
語
で
は
日
本
語
で
使
う
も
の
と
は
異
な
っ
た
意
味
で

「
零
下
」
が
使
わ
れ
た
時
代
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言

う
「
零
下
」
は
日
本
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
る
。「
氷
点
」「
氷

点
下
」
も
同
様
で
あ
る
。
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二
・
三

新
聞
で
の
使
用

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
は
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
の
に
現
代

よ
り
も
多
く
の
言
い
方
が
使
わ
れ
て
い
た
。ま
た
、現
代
使
わ
れ
て
い
る
「
零

下
」「
氷
点
下
」
は
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
が
、
英
華
字
典

と
英
和
辞
典
の
掲
載
と
用
例
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
語
は
中
国
か

ら
入
っ
て
き
た
言
い
方
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
、
新
聞
紙
上
に
見
ら
れ
る
０
度
よ
り
低

い
温
度
の
言
い
方
の
変
遷
を
調
べ
る
。

「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
を
使
い
、一
八
七
四
年
（「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
で

検
索
で
き
る
い
ち
ば
ん
古
い
年
。
読
売
新
聞
創
刊
年
）
か
ら
一
九
四
五
年
の

終
戦
ま
で
の
記
事
に
お
い
て
の
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
語
の
使
用
を
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
戦
前
・
戦
後
の
３
つ
の
時
期
に
分
け
て
調
べ（

３
）た。
明
治

時
代
は
「
零
下
」「
氷
点
下
」
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
言
い
方
が
混
在
し

て
い
る
。
気
象
庁
が
気
象
情
報
で
「
氷
点
下
」
を
使
っ
て
発
表
す
る
よ
う
に

な
っ
た
一
八
八
三
年
以
降
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
大
正
期
に
入
る
と
「
氷

点
下
」
を
中
心
に
統
合
さ
れ
て
い
き
、
こ
れ
が
昭
和
期
に
は
「
零
下
」
が
中

心
に
変
化
し
て
い
く
。
な
お
大
正
期
以
降
に
は
同
じ
記
事
の
中
で
「
零
下
」

と
「
氷
点
下
」
の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
見
出
し
に
は

「
零
下
」
を
使
い
、
記
事
本
文
に
「
氷
点
下
」
を
使
う
例
で
あ
る
。

「
マ
イ
ナ
ス
」
が
温
度
に
つ
い
て
使
わ
れ
る
例
は
、
一
九
四
五
年
ま
で
の

期
間
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
現
代
の
日
本
の
温
度
は
摂
氏
温
度

を
使
っ
て
い
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
の
間
、
新
聞
に
は
華
氏
気
温
度
が

多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
二
年
九
月
一
日
読
売
新
聞
朝
刊
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

摂
氏
ハ
方
今
各
国
の
学
者
が
用
ゆ
る
も
の
で
有
る
が
民
間
に
ハ
尚
華
氏

を
用
て
居
る
処
が
大
分
有
つ
て
吾
国
の
如
き
も
其
一
で
有
る
が
（
略
）

こ
の
よ
う
な
華
氏
温
度
の
使
用
は
特
に
大
正
期
ま
で
多
い
。
昭
和
期
に
は

そ
の
使
用
が
減
り
、
そ
れ
と
と
も
に
「
零
下
」
の
使
用
が
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
華
氏
温
度
で
「
零
下
」
が
使
わ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
例

え
ば
、
一
九
三
五
年
十
月
一
五
日
の
記
事
に
下
記
の
よ
う
な
内
容
が
示
さ
れ

て
い
る
。

科
学
小
話

問
―
摂
氏
寒
暖
計
の
目
盛
で
い
つ
て
も
、
華
氏
目
盛
で
い
つ
て
も
全
く

一
致
す
る
と
い
ふ
温
度
あ
り
や
？

答
―
そ
れ
は
あ
る
。
零
下
四
十
度
と
い
ふ
温
度
は
華
氏
で
い
つ
て
も
摂

氏
で
い
つ
て
も
同
じ
で
、
ど
ち
ら
の
目
盛
で
読
ん
だ
か
と
い
ふ
こ
と
を

こ
と
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
。

ま
た
、
一
八
七
九
年
一
月
二
一
日
の
記
事
に
は
「
華
氏
零
度
よ
り
二
度
も

下
り
」
と
い
う
文
言
も
あ
る
。
し
か
し
華
氏
温
度
の
「
氷
点
」
は
三
二
度
で

あ
り
、
０
度
で
は
な
い
。
華
氏
温
度
０
度
は
摂
氏
温
度
の
氷
点
下
一
八
度
程

度
で
あ
る
。「
零
下
」「
氷
点
下
」
な
ど
の
語
を
使
う
の
が
水
が
氷
に
な
る
よ

う
な
寒
さ
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
摂
氏
で
も
華
氏
で
も
関

係
な
く
「
水
が
凍
る
温
度
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
氷

点
」、
そ
れ
以
下
で
あ
る
「
氷
点
下
」
が
使
い
や
す
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
０
度
と
水
が
凍
る
点
と
が
一
致
す
る
摂
氏
で
あ
れ
ば
、「
氷
点
下
」

で
も「
零
下
」で
も
伝
え
る
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、ど
ち
ら
も
同
様
に
使
え
る
。

さ
て
、
読
売
新
聞
で
の
語
の
出
現
順
で
見
て
い
く
と
、
読
売
新
聞
の
記
事

に
０
度
よ
り
低
い
温
度
に
つ
い
て
の
語
が
見
ら
れ
る
の
は
一
八
七
九
年
一
月
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七
日
が
最
初
で
「
極
度
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
華
氏
温
度
で
の
言
い

方
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
次
の
例
は
「
零
点
下
」
で
一
八
八
五
年
一
二
月
一

六
日
に
見
ら
れ
る
。
続
い
て
「
氷
点
下
」
が
一
八
九
五
年
一
月
二
二
日
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
。
続
い
て
一
九
〇
四
年
一
二
月
一
二
日
に
「
摂
氏
零
点
以
下

二
〇
度
二
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
零
下
」
が
使
わ
れ
る
の
は
一
九
二
一
年

一
二
月
二
七
日
の
記
事
が
最
初
で
「
零
下
一
〇
度
」
と
あ
る
。
ま
た
、
一
九

三
四
年
二
月
一
日
に
「
氷
点
以
下
」
と
い
う
語
が
見

ら
れ
る
。

戦
後
の
読
売
新
聞
で
の
語
の
使
用
は
表
２
の
と
お

り
で
あ
る
。戦
後
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
を
調
べ（

４
）た。

「
零
下
」「
氷
点
下
」「
マ
イ
ナ
ス
」
以
外
の
表
現

は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
戦
前
、
戦
中
は
「
零

下
」
が
中
心
だ
っ
た
が
、
終
戦
か
ら
一
九
六
〇
年
ま

で
は
「
零
下
」
と
「
氷
点
下
」
と
が
同
程
度
使
わ
れ

る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
「
マ
イ
ナ
ス
」
の

例
が
見
え
始
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ（

５
）る。

一
九
六

一
年
以
降
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
が
「
氷
点
下
」
に
な

る
。「
零
下
」
の
使
用
は
減
り
、「
マ
イ
ナ
ス
」
と
同

程
度
の
使
用
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
六
一
年
以
降
に

も
「
極
度
」「
零
度
以
下
」
と
い
っ
た
語
を
使
う
記

事
も
あ
っ
た
が
、「
極
度
に
達
し
た
」「
零
度
以
下
の

温
度
」
な
ど
の
用
例
で
あ
り
、
温
度
に
結
び
付
い
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
マ
イ
ナ
ス
」
が
０
度
よ
り

低
い
温
度
を
言
う
場
合
に
使
わ
れ
る
初
出
は
、
一
九

五
七
年
一
月
一
九
日
の
記
事
で
「
旭
川
の
マ
イ
ナ
ス

四
十
一
度
で
す
」
と
あ
る
。
気
象
研
究
所
の
神
山
恵
三
氏
の
投
稿
文
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
記
者
が
書
い
た
原
稿
と
し
て
は
一
九
六
一
年
一
二
月
二
八

日
の
記
事
が
初
出
で
、「
氷
点
下
一
・
九
度
で
三
日
間
連
続
。
マ
イ
ナ
ス
の

温
度
な
ど
各
地
で
今
冬
最
低
を
記
録
し
た
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
マ
イ
ナ
ス
〇
度
」
の
例
は
一
九
六
六
年
一
月
二
二
日
に
次
の
よ
う
な

例
が
あ
る
。

東
京
都
内
は
一
九
日
か
ら
四
日
間
、
連
続
氷
点
下
。
二
二
日
朝
も
都
下

八
王
子
で
マ
イ
ナ
ス
九
・
一
度
、

都
心
で
マ
イ
ナ
ス
二
・
三
度
を
記
録
し
た
（
横
書
き
原
稿
）

こ
の
ほ
か
、
見
出
し
と
本
文
と
で
言
い
方
が
異
な
る
例
も
見
ら
れ
る
。
一

九
六
六
年
二
月
二
四
日
の
例
で
、
見
出
し
は
「
マ
イ
ナ
ス
三
・
二
度
」、
本

文
は
「
氷
点
下
三
・
二
度
」。
一
九
七
三
年
二
月
十
日
の
例
で
は
見
出
し
に

「
零
下
一
八
三
度
」
と
あ
る
が
、
本
文
で
は
「
マ
イ
ナ
ス
百
八
三
度
」
が
使

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
七
六
年
一
二
月
五
日
に
は
見
出
し
が
「
零
下
」、
本
文
が
「
氷

点
下
」
と
い
う
も
の
も
見
ら
れ
る
。

表
２
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
は
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
「
マ
イ
ナ

ス
」
だ
が
、「
氷
点
下
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
が
同
じ
文
に
使
わ
れ
て
い
る

例
の
中
に
は
、「
引
く
」
意
味
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
九
年
十
月
二
二
日
の
例
で
あ
る
。

宮
崎
で
も
平
年
比
マ
イ
ナ
ス
三
・
九
度
の
八
・
六
度
ま
で
下
が
っ
て
、

南
の
各
地
は
寒
い
目
覚
め
。
そ
れ
で
も
さ
す
が
に
氷
点
下
を
記
録
し
た

と
こ
ろ
は
な
く
（
略
）

温
度
の
差
を
い
う
場
合
は
、
通
常
「
平
年
に
比
べ
て
三
・
九
度
低
い
」
な

ど
と
さ
れ
る
。

表２ 読売新聞に見られる 0度より低い温度の言い方（戦後）

マイナス： 1例

マイナス： 13 例

マイナス： 4例

零下： 62 例

零下： 12 例

零下： 6 例

氷点下： 53 例

氷点下： 184 例

氷点下： 200 例

1945 ～ 1960

1961 ～ 1975

1976 ～ 1989
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二
・
四

使
用
語
彙
に
つ
い
て
の
ま
と
め

こ
こ
ま
で
調
べ
た
結
果
か
ら
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
こ
と
ば
は
、

幕
末
期
か
ら
明
治
期
の
専
門
用
語
で
は
、現
代
で
も
使
わ
れ
る
「
零
下
」「
氷

点
下
」
の
ほ
か
「
凍
点
以
下
」「
零
以
下
」「
零
度
以
下
」「
零
度
ノ
下
」
な

ど
の
語
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
語
は
い
ず
れ
も
日
本
で
作
ら
れ
使

わ
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
英
和
辞
典
で
の
訳
語
か
ら
見
て
、
も

と
に
な
る
単
語
の
違
い
に
よ
っ
て
「
零
下
」「
氷
点
下
」
と
い
う
語
が
そ
れ

ぞ
れ
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
そ
う
だ
。

一
方
、
気
象
庁
の
気
象
情
報
は
一
八
八
三
年
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
確
認
で
き
た
中
で
は
一
八
八
六
年
に
は
す
で
に
現
代
の
発
表
と
同
様
で

「
氷
点
下
」
で
統
一
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
新
聞
で
は

専
門
用
語
と
同
様
、
明
治
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
語
形
が
見
ら
れ
た
。「
零

下
」「
氷
点
下
」
に
語
が
か
た
ま
っ
て
い
く
の
は
、
大
正
期
以
降
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
語
の
選
択
に
は
、「
摂
氏
温
度
」
を
使
う
の
か
「
華
氏
温
度
」
を

使
う
の
か
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。
な
お
、「
マ
イ
ナ
ス
」
の
使
用
は
「
負
号
」
の
使
用
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、
語
の
使
用
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
、
読
売
新
聞
で
は
一
九
六
○

年
代
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
・
五

「
マ
イ
ナ
ス
」
の
語
誌

二
・
五
・
一

意
味
の
変
化

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
日
本
語
で
は
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う

の
に
「
零
下
」「
氷
点
下
」
よ
り
も
外
来
語
で
あ
る
「
マ
イ
ナ
ス
」
を
使
う

こ
と
が
多
い
。
一
方
、
明
治
の
初
め
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
記
号
を
使
っ
て
、

０
度
よ
り
低
い
温
度
を
表
す
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、「
マ
イ
ナ
ス
〇
度
」

と
い
っ
た
言
い
方
は
気
象
用
語
で
も
使
わ
れ
て
き
て
お
ら
ず
、
新
聞
の
記
事

で
も
一
九
六
〇
年
代
に
な
ら
な
い
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
こ
こ
ま
で
調
べ
た

結
果
わ
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、「
マ
イ
ナ
ス
」
が
日
本
語
に
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
場
合
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
な
の
か
を
調
べ
る
。

『
日
国
』
掲
載
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
語
釈
、
用
例
は
二
章
に
示
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
こ
の
語
釈
か
ら
、「
マ
イ
ナ
ス
」
の
多
義
性
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
用
例
か
ら
明
治
に
は
使
わ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。日

本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
以
下
「
Ｃ
Ｈ
Ｊ
」）
で
調
べ
る
と
、「
マ
イ
ナ
ス
」

と
い
う
語
自
体
は
、
い
ず
れ
も
『
太
陽
』
の
用
例
で
７
例
あ
る
が
、「
引
く
」

「
０
よ
り
小
、
下
」「
借
金
」
な
ど
の
意
味
、
あ
る
い
は
電
流
の
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
。
温
度
と
結
び
つ
い
た
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
Ｃ
Ｈ
Ｊ
の
用

例
で
は
、
０
度
よ
り
低
い
温
度
に
は
「
零
下
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
見

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

・
仏
国
は
一
方
に
プ
ラ
ス
す
る
と
な
く
し
て
、
東
洋
の
友
国
に
対
し
て

は
、
却
て
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を
生
ぜ
る
こ
と
を
聞
か
ず
や
（
略
）

（
一
八
九
五
年
の
例
）

・
若
し
こ
の
人
生
か
ら
、「
意
外
」「
不
思
議
」
乃
至
「
椿
事
」「
怪
聞
」

を
マ
イ
ナ
ス
し
た
ら
、
殆
ん
ど
蠟
を
咬
む
樣
な
も
の
、
一
向
變
哲
も

無
い
次
第
で
あ
ら
う
。

（
一
九
〇
九
年
の
例
）
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・
世
間
で
は
十
萬
圓
以
上
の
財
産
が
あ
る
と
い
ふ
け
れ
ど
、
そ
れ
は
實

は
マ
イ
ナ
ス
附
き
と
い
ふ
話
で
あ
る
。

（
一
九
一
七
年
の
例
）

・
水
量
は
絶
對
に
之
を
採
點
中
に
入
れ
ざ
る
か
乃
至
點
數
を
附
す
る
な

ら
ば
寧
ろ
負
（
マ
イ
ナ
ス
）十
點
位
を
附
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

（
一
九
一
七
年
の
例
）

・
ａ
に
示
す
や
う
に
オ
シ
レ
ー
タ
の
振
動
電
流
に
つ
れ
て
變
化
し
、
而

か
も
負
（
マ
イ
ナ
ス
）と
な
ら
ぬ
程
度
と
し
て
増
幅
器
Ａ
を
し
て
振

動
電
流
を
發
生
せ
し
め
ぬ
や
う
。

（
一
九
二
五
年
の
例
）

・
大
學
の
授
業
料
は
最
高
年
額
四
百
留
か
ら
零
若
し
は『
マ
イ
ナ
ス
』即

給
費
生
ま
で
あ
る
。

（
一
九
二
五
年
の
例
）

・
此
の
時
は
基
線
以
下
即
ち
、
實
效
抵
抗
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
為
Ｌ
２
Ｃ

１
に
大
な
る
振
動
電
流
を
發
生
し
て
、
こ
れ
を
Ｌ
２
Ｌ
３
の
（
略
）

（
一
九
二
五
年
の
例
）

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
調
べ
る
と
一
九
〇

四
年
七
月
号
の
『
数
学
雑
誌
』
に
「
マ
イ
ナ
ス-

ノ
用
法
」
と
い
う
記
事
が

あ
る
。
こ
れ
は
数
学
で
使
う
「
減
号
」
の
意
味
で
の
使
用
で
あ
る
。
０
度
よ

り
低
い
温
度
を
言
う
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
例
で
は
、
前
に
ま
と
め
た
と
お
り
気

象
用
語
で
の
「－

（
記
号
）」
の
使
用
が
遅
く
と
も
一
八
八
六
年
に
は
行
わ

れ
て
い
る
。『
露
和
字
彙
』（
一
八
八
七
）
の
「m

inus

」
の
項
目
に
も
「
零

号
（
寒
暖
計
ノ
（
即－

ノ
記
号
））
と
あ
る
。
記
号
の
説
明
と
し
て
で
は
な

く
、「
０
よ
り
下
」
の
意
味
で
使
う
よ
う
な
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
語
で
の

使
用
で
は
『
日
国
』
に
示
さ
れ
て
い
る
夏
目
漱
石
の
用
例
よ
り
も
古
い
例
は

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
語
は
、
記
号
と
し
て
は
一
八

八
〇
年
代
に
は
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
の
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
語
と

し
て
の
使
用
は
、「
引
く
」
と
い
う
意
味
や
、「
悪
い
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
始
め
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
「
０
よ
り
小
さ
い
」
の
意
味
で
も
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、「
マ
イ
ナ
ス
」
が
国
語
辞
典
に
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意

味
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
か
を
調
べ（

６
）る。
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
日
国
』
で
は
一
九
一
四
年
の
『
外
来
語
辞
典
』
が
古
い
例
と
し
て
示
さ

れ
て
い
た
が
、
手
元
に
あ
る
国
語
辞
典
の
中
で
は
、
一
九
〇
八
年
発
行
版
の

『
こ
と
ば
の
泉
』
が
初
出
で
あ
る
。
数
学
で
使
わ
れ
る
、
数
量
を
引
き
去
る

意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
正
末
の
『
広
辞
林
』
で
は
、「
引
く
」
と
い
う

意
味
以
外
に
、
経
済
な
ど
で
使
わ
れ
る
「
借
財
。
借
金
」
の
意
味
が
加
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
の
辞
書
で
は
「
馬
鹿
、
間
抜
け
」
と
い
っ
た
隠
語
的

な
使
い
方
の
意
味
を
加
え
る
辞
書
が
現
れ
る
。

こ
の
ほ
か
「
外
来
語
辞
典
」
や
、
そ
の
ほ
か
大
正
期
に
多
く
出
版
さ
れ
た

「
新
語
辞
典
」
に
も
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
立
項
が
見
ら
れ（

７
）る。
日
本
で
最
初
に

出
版
さ
れ
た
「
外
来
語
辞
典
」
で
あ
る
『
日
用
舶
来
語
便
覧
』（
一
九
一
二
）

に
は
掲
載
が
な
い
も
の
の
、
一
九
一
四
年
に
発
行
さ
れ
た
『
外
来
語
辞
典
』

（
勝
屋
英
造
）
に
は
掲
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
日
国
』
が
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
国
語
辞
典
で
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
掲
載
さ
れ
た
「
馬
鹿
、
間
抜
け
」

な
ど
の
意
味
は
、『
新
し
い
言
葉
の
字
引
』（
一
九
一
八
）
か
ら
で
、「
引
き

去
る
こ
と
。
転
じ
て
「
不
足
」
と
い
ふ
意
味
か
ら
、
低
脳
児
の
意
味
に
用
ひ

ら
れ
て
ゐ
る
。
又
負
債
の
意
味
に
も
用
ひ
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

今
回
調
べ
た
明
治
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
国
語
辞
典
お
よ
び

外
来
語
辞
典
の
語
釈
、
用
例
に
は
「
マ
イ
ナ
ス
」
を
温
度
に
使
う
例
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

次
に
、
英
語
の
「m

inus

」
の
歴
史
と
英
和
辞
典
に
ど
の
よ
う
に
掲
載
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表３ 国語辞典での「マイナス」の意味の変遷

意味

「英語」数学の語。－形の負号。二つの数量
の間におきて、前の数量の中より、後の数量
を引き去るべきことを示すもの。減号

①［数］負号②借財。借金

（英Minus sign の略）（数）①げんがう（減
号）に同じ②ふすう（負数）に同じ

（英Minus sign ）（数）減法の記号。－にて
表はす。文字又は数字の前に此の記号を附し
て負数を表はす。例へば－５又は－ａの類。

（英語Minus sign ノ略）数学ノ語。減法ノ記
号。即チ、－ニテ表ハスモノ。負号。②俗ニ、
負債。借財。借金。

①（数）（イ）減法の記号。「－」で表はす。
（ロ）文字又は数字の前に此の記号を附して
負数を表はす。負号。引去ること。不足する
こと。

①（数）減法記号。負号。負数記号。「－」、
②減じること。不足すること。③欠損。赤字
④（比喩的に）馬鹿。間抜け。

（数）減法の記号。「－」で表はす。負号（ふ
ごう）。②借金。不足。

①（イ）減法の記号。「－」で表わす。（ロ）
文字又は数字の前にこの記号を附して負数
（ふすう）を表わすもの。負号。②引き去る
こと。不足すること。損失。

①（数）減法の記号。「－」で表はす。負号
（ふごう）②借金。不足。

（数）記号「－」の読み方。減法・負数又は
負量の意②引去ること。「－するとゼロにな
る」③不足。「差引－の勘定になる」

①減法の記号。「－」②負号（ふごう）。③引
き去ること。④不足。損失。欠損。⇔プラス

備考

1908年の
版

1926年の
7版

戦後第１
版

戦後第３
版

出版

1898

1925

1928

1929

1935

1935

1936

1938

1949

1951

1952

1952

出版社

大倉書店

三省堂

大倉書店

冨山房

冨山房

博文館

平凡社

博文館

全国書房

博友社

三省堂

甲鳥書林

辞書

ことばの泉

広辞林

改修言泉

大日本国語辞
典

大言海

辞苑

大辞典

言苑

小言林

言苑

辞海

国語博辞典
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さ
れ
て
き
た
の
か
変
遷
を
調
べ
る
。
現
代
の
英
語
で
は
０
度
よ
り
低
い
温
度

を
言
う
の
に
「m

inus

」
が
使
わ
れ
る
。『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』

で
調
べ
る
と
「m

inus

」
は
一
五
世
紀
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
単
語
だ
が
、

温
度
に
使
わ
れ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
九
九
年
以
降
で

あ
る
。
こ
う
し
た
用
例
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
い
つ
ご
ろ
な
の
だ
ろ
う

か
。英

華
字
典
の
掲
載
は
、
一
八
二
二
年
の
『
モ
リ
ソ
ン
英
華
字
典
』
か
ら
見

ら
れ
る
が
「
損
益
」
の
意
味
で
あ
る
。
一
八
八
四
年
の
『
井
上
哲
次
郎
訂
増

英
華
字
典
』
に
も
「
減
少
」「
少
多
」「
損
益
」
な
ど
の
意
味
が
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
英
語
で
「m

inus

」
が
温
度
と
結
び
つ
く
以
前
に
発
行
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
温
度
と
の
結
び
つ
き
は
見
ら
れ
な
い
。

英
和
辞
書
に
「m

inus

」
が
見
ら
れ
る
の
は
『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』

（
一
八
七
三
）
が
今
回
調
べ
た
中
で
は
最
初
で
あ（

８
）る。「
少
（
ス
ク
ナ
）
キ
、

減
ク
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
意
味
や
用
例
は
、

『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』（
一
九
一
八
）
の
「m

inus
10
degreea

」
に

「
零
度
以
下
十
度
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
今
回
調
べ
た
英
和
辞
書
の
中
で

「m
inus

」
の
用
例
に
温
度
の
言
い
方
が
使
わ
れ
て
い
る
最
初
で
あ
る
。
ま

た
、『
新
英
和
大
辞
典
』（
一
九
二
九
）
に
、
用
例
「T

he
tem
perature

is
m
inus

tw
enty

degrees

」
が
あ
り
「
温
度
は
零
下
二
十
度
だ
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
。

雑
誌
や
本
の
掲
載
で
「
マ
イ
ナ
ス
○
度
」
の
使
用
が
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ

れ
る
の
か
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
調
べ
る
。「
マ

イ
ナ
ス
〇
度
」
と
し
て
使
う
例
と
し
て
は
、
ぐ
っ
と
時
代
が
下
り
『
週
刊

H
eibon25

』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
の
一
九
八
三
年
一
一
月
号
の
記
事
が
初

出
で
あ
る
。

温
度
マ
イ
ナ
ス
五
〇
度
、
南
極
最
高
峰
か
ら
の
ス
キ
ー
滑
降
に
挑
む
！

三
浦
雄
一
郎

（
略
）
予
想
温
度
マ
イ
ナ
ス
三
〇
〜
三
五
度
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
南

極
特
有
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
吹
き
荒
れ
れ
ば
様
相
は
一
変
し
、
マ
イ
ナ
ス

五
〇
度
に
も
な
る
。

こ
の
次
の
例
も
雑
誌
『
新
線
路
』（
鉄
道
現
業
社
）
の
一
九
八
六
年
二
月

号
の
記
事
で
「
最
低
温
度
マ
イ
ナ
ス
四
一
度
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
雑
誌
記
事
索
引
集
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ざ
っ
さ
く
プ
ラ
ス
」

で
「
マ
イ
ナ
ス
」「
度
」
で
検
索
し
て
も
、「
マ
イ
ナ
ス
」
と
温
度
と
の
結
び

つ
き
は
一
九
八
〇
年
七
月
特
大
号
の
『
婦
人
公
論
』
の
記
事
が
初
出
で
あ

る
。
用
例
が
増
え
る
の
は
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
温
度
を
指

す
「
マ
イ
ナ
ス
」
よ
り
も
経
済
用
語
と
し
て
の
使
用
が
多
い
。

ま
た
、
小
説
で
「
マ
イ
ナ
ス
○
度
」
な
ど
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
温
度
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
例
が
な
い
か
を
「
青
空
文
庫
」
で
調
べ
た
。
前

に
示
し
た
『
日
国
』
の
用
例
に
あ
る
よ
う
に
、
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で

あ
る
』（
一
九
〇
五-

〇
六
）
に
０
よ
り
下
と
い
う
意
味
の
「
マ
イ
ナ
ス
」

の
使
用
が
見
ら
れ
る
が
、
温
度
と
結
び
つ
く
も
の
は
中
谷
宇
吉
郎
の
『
雪
の

化
石
』（
一
九
五
八
）
に
見
ら
れ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。

最
後
に
帝
国
議
会
会
議
録
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
帝
国
議
会
で
「
マ

イ
ナ
ス
○
度
」
の
使
用
例
を
確
か
め
た
。「
マ
イ
ナ
ス
」
と
「
度
」
を
検
索

語
と
し
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
九
四
六
年
九
月
九
日
の
貴
族
院
予
算
委
員
の

用
例
に
生
活
水
準
を
温
度
に
た
と
え
て
述
べ
る
場
面
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
マ

イ
ナ
ス
十
度
」「
マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
」
と
あ
る
。
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二
・
五
・
二

語
形
の
変
遷

語
形
の
変
遷
に
も
触
れ
て
お
く
。

「
マ
イ
ナ
ス
」
は
「m

inus

」
の
英
語
読
み
で
あ
る
。
現
代
使
わ
れ
る
語

形
と
し
て
は
こ
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
見
ら
れ
る
だ
け
だ
が
、
ド
イ
ツ
語
、
オ

ラ
ン
ダ
語
の
読
み
方
に
近
い
形
の
「
ミ
ヌ
ス
」
と
い
う
語
形
が
使
わ
れ
た
時

期
、
あ
る
い
は
分
野
が
あ
る
。

森
鷗
外
の
『
妄
想
』（
一
九
一
一
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
「
ミ
ヌ
ス
」
が

使
わ
れ
て
い
る
。

シ
ヨ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
を
読
ん
で
見
れ
ば
、
ハ
ル
ト
マ
ン
・
ミ
ヌ
ス
・

進
化
論
で
あ
つ
た
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
思
想
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
か
ら
進
化
論
を
差
し
引

い
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
「
ミ
ヌ
ス
」
と
い
う

語
形
は
、
数
学
の
学
術
用
語
集
と
し
て
一
八
八
九
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
数

学
用
語
英
和
対
訳
字
書
』（
理
学
大
学
教
授
藤
沢
利
喜
太
郎
編
纂
）
に
も
見

ら
れ
る
が
、
大
正
期
、
昭
和
期
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
戦
後
に
文
部
省
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
学
術
用
語
集
・
数
学
篇
』（
一
九
五
四
）
に
は
す

で
に
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
慣
用
で
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
一
松
・
一
九
五
五
）。
な
お
、「
ミ
ヌ
ス
」
は
古
い
国

語
辞
典
に
も
掲
載
が
な
く
、『
日
国
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
ミ
ヌ
ス
」

と
い
う
語
形
が
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
場
面
で
使
わ
れ
た
例
は
見
当
た

ら
な
い
。

二
・
五
・
三

「
マ
イ
ナ
ス
」
の
ま
と
め

こ
こ
ま
で
調
べ
た
こ
と
か
ら
、「
マ
イ
ナ
ス
」
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
語
自
体
は
、
日
本
で
は
一
八
八
〇
年
代
に
は
使
わ

れ
て
い
た
も
の
の
、
記
号
で
の
使
用
や
「
引
く
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
、

経
済
な
ど
で
の
使
用
、
よ
く
な
い
と
い
う
意
味
、
あ
る
い
は
隠
語
と
し
て
の

使
用
で
あ
っ
た
。
英
語
で
は
一
八
九
九
年
に
、「m

inus

」
に
０
度
よ
り
低

い
温
度
を
言
う
用
法
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
用
法
が
日
本
に
流
入
し
て
き
た
の

が
い
つ
ご
ろ
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
英
和
辞
典
に
は
一
九
一
八
年
の
辞
書

に
温
度
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
の
終
わ
り
に
英
語
に
加
わ
っ
た
意

味
が
、
日
本
語
で
「
マ
イ
ナ
ス
○
度
」
と
い
う
用
法
が
確
認
で
き
た
の
は
、

今
回
の
調
査
で
は
一
九
四
六
年
の
国
会
（
当
時
の
帝
国
議
会
）
で
の
答
弁
が

最
初
で
あ
る
。

「
マ
イ
ナ
ス
」
は
、
数
学
、
科
学
の
用
語
と
し
て
明
治
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
。
明
治
時
代
に
は
ド
イ
ツ
語
読
み
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
語
読
み
の

「
ミ
ヌ
ス
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
正
期
ま
で
は
伝
わ
ら
ず
、

現
代
の
使
用
語
形
に
ゆ
れ
は
な
く
「
マ
イ
ナ
ス
」
で
安
定
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。

三
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
の
に
使
わ
れ
る
こ
と
ば
に
つ
い

て
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
ど
の
よ
う
な
語
が
使
わ
れ
て
き
た
の
か
を
調
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べ
た
。
現
代
日
本
語
で
使
わ
れ
る
「
零
下
」「
氷
点
下
」
は
江
戸
時
代
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
が
、当
初
は
い
く
つ
か
の
言
い
方
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
大
正
時
代
に
な
り
、「
零
下
」「
氷
点
下
」
に
使
用
語
が
収
束
し
て

い
っ
た
。「
零
下
」「
氷
点
」
は
、
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
語
で
あ
り
、
元
に
な

る
英
語
の
違
い
に
よ
っ
て
二
つ
の
言
い
方
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
語
は
明
治
時
代
に
は
日
本
に

流
入
し
た
外
来
語
だ
が
０
度
よ
り
低
い
温
度
を
言
う
の
に
使
う
こ
と
ば
と
し

て
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
現
代
の
国
語
辞
典
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
項
目
を
調
べ
る
と
、
語
釈

に
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
だ
。
多
く
の
国
語
辞
典
で
は
「
負
、
負
号
」

で
「
０
よ
り
下
」
の
意
味
に
使
わ
れ
る
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
用
法
を
示
そ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
情
報
は
足
り
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
発
行
さ
れ

て
い
る
『
広
辞
苑
』『
大
辞
林
』『
岩
波
国
語
辞
典
』『
新
明
解
国
語
辞
典
』

『
三
省
堂
国
語
辞
典
』『
新
選
国
語
辞
典
』『
明
鏡
国
語
辞
典
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
語
釈
と
用
例
の
中
で
、
温
度
で
の
使
用
に
言
及
し

て
い
る
の
は
、『
新
明
解
』
と
『
明
鏡
』
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
明
鏡
』

で
は
「
負
の
数
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
記
号
「－

」」
と
い
う
意
味
に

「
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
」
と
い
う
用
例
を
示
し
て
い
る
。『
新
明
解
』
で

も
「
負
数
。負
で
あ
る
こ
と
」
の
意
味
に
「
マ
イ
ナ
ス
（＝

零
下
）
四
〇
度
」

の
用
例
を
示
し
て
い
る
。『
新
明
解
』
に
こ
の
用
例
が
加
わ
っ
た
の
は
第
五

版
（
一
九
九
七
）
か
ら
で
あ
る
。

「
マ
イ
ナ
ス
」
は
多
く
の
場
面
で
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
語
辞
典
に
す

べ
て
の
用
例
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、「
零
下
」「
氷
点
下
」
と

同
じ
意
味
で
、
そ
れ
ら
の
語
以
上
に
使
わ
れ
て
い
る
現
実
を
考
え
る
と
、
国

語
辞
典
に
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
代
表
的
な
使
用
例
と
し
て
０
度
よ
り
低
い
温
度

で
の
使
い
方
を
示
し
て
も
い
い
と
考
え
る
。

注

（
１
）
「90.atA

om
oriand

Sapporo

」
に
対
し
、
日
本
語
訳
は
「
青
森
及

札
幌
ハ
氷
点
下
十
度
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
２
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
英
華
字
典
」
で
検
索

し
た
。

（
３
）
新
聞
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
の
ほ
か
に

「
聞
蔵
Ⅱ
」（
朝
日
新
聞
）、「
毎
索
」（
毎
日
新
聞
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

明
治
時
代
の
創
刊
号
か
ら
の
検
索
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
今
回
「
ヨ
ミ
ダ

ス
歴
史
館
」
を
主
な
資
料
に
し
た
の
は
、「
聞
蔵
Ⅱ
」
よ
り
も
「
ヨ
ミ
ダ

ス
」
の
ほ
う
が
５
年
古
い
資
料
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま

た
「
毎
索
」
よ
り
も
細
か
い
検
索
や
あ
い
ま
い
検
索
が
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
か
ら
で
あ
る
。「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
を
検
索
す
る
に
あ
た
っ
て
検

索
語
は
「
気
温
」「
温
度
」「
零
下
」「
氷
点
下
」「
マ
イ
ナ
ス
」
をO

R

検

索
し
た
。
あ
い
ま
い
検
索
に
よ
っ
て
検
索
語
以
外
の
温
度
の
言
い
方
も
検

索
で
き
る
。

（
４
）
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
か
ら
検
索
し
た
。
一
九
八
九
年
ま
で
の
四
五

年
を
三
つ
の
期
間
に
分
け
て
調
べ
た
。
現
在
の
読
売
新
聞
で
は
、
０
度
よ

り
低
い
温
度
を
言
う
場
合
に
「
氷
点
下
」
を
使
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
語
形

が
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
対
応
は
一
九
九
○
年
に
は
す
で
に
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
変
遷
を
見
る
こ
と
が
目
的
の
た
め
検
索
時
期

を
一
九
八
九
年
ま
で
と
し
た
。

（
５
）
終
戦
ま
で
の
間
に
０
度
よ
り
も
低
い
温
度
を
表
す
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
使

わ
れ
た
記
事
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
「
マ
イ
ナ
ス
」
と

い
う
語
が
ま
っ
た
く
使
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
下
記

の
よ
う
に
０
よ
り
下
で
あ
る
こ
と
を
表
す
例
が
見
ら
れ
る
。
下
記
は
「
マ
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イ
ナ
ス
」
と
い
う
語
が
読
売
新
聞
で
使
わ
れ
た
初
出
例
で
あ
る
。

今
の
法
律
な
ら
ば
幾
ら
減
軽
し
て
も
無
罪
に
な
る
こ
と
は
無
い
が
好
頃

の
法
律
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
極
は
零
で
あ
る
と
い
ふ
法
理
は
あ
つ
た
為
め

こ
ん
な
妙
な
判
決
が
出
来
上
つ
た
の
で
あ
る
。（

一
九
二
一
・
十
・
二
〇
）

一
九
二
四
年
九
月
二
九
日
の
記
事
に
も
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
見
え
る
。
ロ

シ
ア
人
作
家
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
に
つ
い
て
書
い
た
記
事
で
あ
る
。
小
説
で
は

人
生
の
プ
ラ
ス
の
部
分
だ
け
を
描
く
の
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
も

描
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
マ
イ
ナ
ス
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
一
九
二
六
年
七
月
二
八
日
の
例
で
そ
ろ
ば
ん
勘
定
で
の
「
プ
ラ
ス
と

マ
イ
ナ
ス
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
一
九
三
四
年
二
月
二
日

の
記
事
で
は
「
マ
イ
ナ
ス
電
気
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
６
）
表
３
に
示
し
た
辞
書
の
ほ
か
、『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』（
一
八
八

八
）、『
言
海
』（
一
八
九
一
）、『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
三
）
を
調
べ
た
。

（
７
）
『
近
代
用
語
の
辞
典
集
成
』（
大
空
社
）
に
所
収
の
新
語
辞
典
、
外
来
語

辞
典
で
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
使
用
を
調
べ
た
。

（
８
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

る
英
和
辞
典
を
中
心
に
掲
載
を
調
べ
た
。調
べ
た
辞
書
は
以
下
の
と
お
り
。

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
二
・
立
教
大
学
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
を
利
用
）、『
和
訳
英
辞
典
』（
一
八
六
九
）、『
附
音
英
和
字
彙
』（
一
八

七
三
）、『
英
華
学
芸
辞
書
』（
一
八
八
一
）、『
英
和
新
辞
彙
』（
一
九
〇
一
）、

『
新
訳
英
和
辞
典
』（
一
九
〇
二
）、『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』（
一
九
一

八
、
一
九
二
四
、
一
九
二
八
）、『
袖
珍
英
和
辞
典
』（
一
九
二
二
）、『
新

英
和
辞
典
』（
一
九
二
九
）、『
英
和
根
柢
三
千
句
』（
一
九
三
七
）、『
新
英

和
大
辞
典
』（
一
九
四
〇
）、『
集
約
英
和
辞
典
』（
一
九
四
八
）。

引
用
文
献

一
松
信
（
一
九
五
五
）
「
数
学
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
二
〇
（
二
）
二
二

五

稲
垣
文
男
・
竹
田
ス
エ
（
一
九
七
〇
）
「
農
林
水
産
用
語
の
研
究
（
六
）
気
象

用
語
」『
文
研
月
報
』
二
〇
―
九

稲
垣
文
男
（
一
九
七
三
）
「
気
象
用
語
と
放
送
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
年

報
第
一
八
集
』

稲
垣
文
男
（
一
九
七
七
）
「
視
聴
者
と
気
象
用
語
」『
文
研
月
報
』
二
七
―
二

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
二
〇
一
九
・
六
）
「
第
一
四
三
四
回
放
送
用
語
委
員
会
（
東
京
）
用

語
の
決
定
と
意
見
交
換
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
研
究
と
調
査
』
六
九
―
六

菅
野
謙
（
一
九
七
八
）
「
天
気
は
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
が
〜
昭
和
初
期
の

放
送
用
語
〜
」『
文
研
月
報
』
二
八
―
二

気
象
庁
（
一
九
七
五
）
『
気
象
百
年
史
本
編
』

佐
藤
亨
（
一
九
八
八
）
「『
玉
石
志
林
』
の
語
彙
（
二
）」『
幕
末
・
明
治
初
期

語
彙
の
研
究
』
桜
楓
社

滝
島
雅
子
・
山
下
洋
子
・
塩
田
雄
大
（
二
〇
一
九
）
「
相
手
選
手
に
点
を
�
あ

げ
て
�
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
〜
二
〇
一
九
年
「
日
本
語
の
ゆ
れ
に
関
す
る

調
査
」
か
ら
〜
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
研
究
と
調
査
』
六
九
―
一
一

高
野
繁
男
（
二
〇
〇
五
）
「『
百
科
全
書
』
の
語
彙
」『
近
代
漢
語
の
研
究
―
日

本
語
の
造
語
法
・
訳
語
法
』
明
治
書
院

陳
力
衛
（
二
〇
一
九
）
『
近
代
知
の
翻
訳
と
伝
播

漢
語
を
媒
介
に
』
三
省
堂

松
岡
新
児
・
浅
井
真
慧
・
篠
原
朋
子
（
一
九
八
六
）
「
放
送
と
気
象
用
語
―
気

象
用
語
集
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
研
究
と
調
査
』
三
六
―

十

（
や
ま
し
た

よ
う
こ

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

― 120 ―


